
四
賀
光
子
（
一
八
七
六

〜
一
九
七
六
）
は
、
歌
人

・
国
文
学
者
で
歌
誌
『
潮

音
』
を
創
刊
主
宰
し
た
太

田
水
穂
（
一
八
七
六
〜
一

九
五
五
）
の
夫
人
で
あ

る
。
夫
婦
共
に
飯
田
と
は

繋
が
り
が
深
く
、
高
森
町

や
龍
江
に
歌
碑
が
あ
る
。

ア
ラ
ラ
ギ
派
歌
人
が
当

地
歌
壇
の
主
流
勢
力
を
占

め
る
以
前
、
大
正
中
頃
の

峡
谷
歌
壇
は
『
潮
音
』
の

会
員
や
歌
人
が
多
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
水
穂
は

大
正
八
年
よ
り
伊
那
谷
に

何
度
も
来
峡
し
、
郡
内
の

青
年
た
ち
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
。

光
子
は
幼
少
の
頃
、
下

伊
那
郡
視
学
と
な
っ
た
父

有
賀
盈
重
に
伴
わ
れ
て
来

飯
し
た
。
最
初
桜
町
に
、

次
に
松
尾
に
約
二
年
間
居

住
し
、
飯
田
小
学
校
に
通

学
し
た
。
明
治
四
十
二

年
、
東
京
女
子
高
等
師
範

学
校
卒
業
後
水
穂
と
結
婚

し
、『
潮
音
』
の
有
力
同
人

と
し
て
夫
を
扶
け
た
。

そ
う
し
た
こ
と
を
知
る

標
題
資
料
の
所
蔵
者
だ
っ

た
今
村
良
夫
は
、
こ
の
二

人
に
歌
集
『
伊
那
』（
�
旅

篇
）
の
出
詠
歌
を
依
頼
し

た
。
そ
の
際
、
既
刊
の
歌

集
『
伊
那
』（
現
代
篇
）
を

贈
呈
し
な
が
ら
丁
寧
に
頼

ん
だ
。

以
下
は
そ
の
返
事
で
あ

る
。御

骨
折
り
の
御
歌
集
伊

那
頂
だ
い
い
た
し
あ
り

が
た
く
存
じ
ま
す
。
装

幀
も
用
紙
も
今
時
に
は

珍
し
い
ま
で
に
立
派
に

て
結
構
な
御
本
で
ご
ざ

い
ま
す
。
忘
れ
た
旧
知

の
方
々
の
御
歌
も
沢
山

入
り
を
り
、
大
変
に
な

つ
か
し
く
拝
見
い
た
し

ま
し
た
。
…
水
穂
も
大

変
た
の
し
ん
で
拝
見
い

た
し
ま
し
た
。
青
山
・

大
井
・
宮
崎
・
白
鳥
等

の
古
き
同
人
の
い
た
頃

の
下
伊
那
は
、
実
に
親

し
い
感
じ
が
い
た
し
た

も
の
で
し
た
。
窪
田
一

二
三
氏
や
今
村
邦
夫
氏

等
は
今
も
惜
し
い
歌
人

だ
と
思
っ
て
を
り
ま

す
。

（
昭
和
２５
年
２
月
１３
日

付
書
簡
）

文
中
の
青
山
は
青
山
榛

三
郎
（
一
八
九
三
〜
一
九

七
三
）、
大
井
は
大
井
廣

（
一
八
九
三
〜
一
九
四

三
）、
宮
崎
は
宮
崎
茂

（
一
八
九
〇
〜
一
九
七

八
）、
白
鳥
は
白
鳥
義
千

代
（
一
八
九
一
〜
一
九
六

三
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

当
時
下
伊
那
に
い
た
『
潮

音
』
の
有
力
同
人
で
、
後

年
、
斯
道
に
精
進
し
、
大

き
な
業
績
を
残
し
た
。
ま

た
、
窪
田
・
今
村
は
、
そ

れ
ぞ
れ
『
夕
樺
』
同
人
か

ら
『
潮
音
』
社
友
に
な
っ

た
、
龍
江
・
川
路
在
住
の

歌
友
で
あ
る
。

そ
の
半
年
後
、
飯
田
に

住
ん
で
い
た
頃
を
思
い
出

し
て
作
歌
し
た
光
子
か
ら

今
村
へ
、
以
下
の
文
を
添

え
て
六
首
の
歌
が
贈
ら
れ

て
き
た
。

…
私
は
尋
常
四
年
に
な

る
時
、
四
月
に
母
と
弟

二
人
と
友
に
飯
田
に
ま

い
り
、
は
じ
め
桜
町
と

い
ふ
町
の
あ
る
商
店
の

裏
の
隠
居
所
を
か
り
て

い
ま
し
た
が
、
ま
も
な

く
父
が
松
尾
村
へ
居
を

移
し
ま
し
た
。
そ
の

時
、
母
が
田
舎
住
を
い

や
が
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
私
は
十
二

才
の
四
月
松
本
へ
移
り

ま
し
た
。
…
御
要
望
に

よ
っ
て
作
っ
て
み
ま
し

た
が
た
い
し
た
も
の
も

出
来
ず
、
御
恥
ず
か
し

い
も
の
で
す
が
、
御
役

に
た
ち
ま
し
た
ら
御
入

れ
下
さ
い
。
…
私
の
父

母
は
、
ど
こ
よ
り
も
下

伊
那
を
好
い
て
居
り
ま

し
た
の
で
、
私
も
い
つ

も
懐
か
し
く
思
っ
て
居

り
ま
す
が
、
つ
い
折
が

な
く
て
参
れ
ま
せ
ん
。

（
昭
和
２５
年
８
月
１６
日

付
書
簡
）

こ
の
手
紙
か
ら
飯
田
を

懐
か
し
む
女
史
の
気
持
ち

が
い
た
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て

く
る
。
そ
の
時
寄
せ
ら
れ

た
短
歌
の
中
か
ら
、
一
・

二
首
を
選
ん
で
次
に
紹
介

す
る
。

長
姫
の
坂
道
お
り
て
川

ぞ
ひ
の
道
長
か
り
き
わ

れ
童
女
に
て

ね
ん
ご
ろ
に
あ
り
し
伊

那
人
を
亡
き
母
が
常
い

ひ
ま
し
き
今
に
忘
れ
ず

一
部
に
、
こ
れ
ら
六
首

を
光
子
が
来
飯
し
た
昭
和

三
十
八
年
の
作
と
す
る
説

も
あ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り

で
、
正
し
く
は
こ
の
時
、

右
に
述
べ
た
経
緯
で
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
故
人
敬
称
略
）
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四賀光子からの来信（歌稿）
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